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弓立山はその昔、弓立山はその昔、臥臥
がりゅうざんがりゅうざん

竜山竜山またはまたは龍龍
りゅうじんやまりゅうじんやま

神山神山（※読み方については諸説（※読み方については諸説
あり）と呼ばれ、平安時代中期の武将、あり）と呼ばれ、平安時代中期の武将、 源源

みなもとのみなもとの

経経
つ ね も とつ ね も と

基基が都幾山慈光寺が都幾山慈光寺
の観音様に念願して、破邪・降魔の呪力を確認し、の観音様に念願して、破邪・降魔の呪力を確認し、調調

ちょうぶくちょうぶく
伏伏させ、悪させ、悪

いものを入らないようにする、いものを入らないようにする、蟇蟇
ひ き めひ き め

目目の法という四方に矢を放つ儀の法という四方に矢を放つ儀
式を行った場とされています。その際に、矢が落ちた場所は現在式を行った場とされています。その際に、矢が落ちた場所は現在
では矢の付く地名となっており、ときがわ町では西平にある矢では矢の付く地名となっており、ときがわ町では西平にある矢
所がその場所となっています。この、弓で矢を放つ儀式が行わ所がその場所となっています。この、弓で矢を放つ儀式が行わ
れたことから、弓立山と呼ばれるようになったとされています。れたことから、弓立山と呼ばれるようになったとされています。
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